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市民の皆様におかれましては、輝かしい希望に満ちた
新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。ま
た、日頃より市議会に対しまして、温かいご理解とご協力
を賜っておりますことに、厚く御礼申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、紛争などの世界的な情勢
不安に加え、依然として続く物価高騰や、気候変動に起因
する自然災害など、市民生活や地域経済を取り巻く環境
は、予断を許さない状況が続きました。一方で、社会全
体としては、日本国内初の女性内閣総理大臣の誕生とい
う歴史的な出来事を迎え、国政に新たな視点が加わりま
した。また、技術革新の進展や社会構造の変化が加速し、
多様な価値観が尊重される新たな時代へと進み始めた
ことを実感する一年でもありました。 
本市におきましても、重要な施策である知立駅周辺整
備事業の進展や、未来を見据えた新たなまちづくり施策
の芽が出始めるなど、着実に前進を遂げております。こ
れもひとえに、市民の皆様を始めとする関係各位の熱意
とご尽力の賜物と、改めて感謝申し上げる次第でござい
ます。
新たな年を迎え、市議会は、二元代表制の一翼を担う
議決機関として、その責務を深く自覚し、市民の皆様の
負託に応えるべく、決意を新たにしております。本年は、
これまでの歩みを確かなものとしつつ、将来を見据えた
持続可能なまちづくりを推進していく、極めて重要な一
年となります。人口減少や少子高齢化、地域経済の活性
化、防災・減災対策、子育て・学校教育の環境整備の強
化など、山積する課題に対し、市民の皆様の視点に立
ち、真摯に向き合ってまいります。
市議会といたしましては、市民の皆様から負託された
多様な意見を市政に反映させるため、議論を尽くし、提案
力を高め、より透明性の高い開かれた議会運営を目指し
てまいります。執行部との建設的な議論を通じて、政策の
立案、予算の適正な執行を厳しくチェックし、市民福祉の
増進と、活力ある地域社会の実現に向けて全力を尽くす
所存です。
市民の皆様が、「知立市に住んでいて本当に良かった」
と心から実感できる、安心で安全、そして希望に満ちた
未来を築くため、議員一同、一丸となって邁進してまい
ります。
結びに、本年が市民の皆様にとりまして、健康で幸多
き一年となりますよう、心からご祈念申し上げますとともに、
市議会に対しまして、引き続きのご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

輝かしい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
市民の皆様には旧年中、市政運営に格別のご理解とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年12月1日、本市は市制施行55周年という大きな節目を

迎えることができました。これを記念して開催した「ちりゅう
55祭」では、多くの市民の皆様とともに本市の歩みを祝
い、交流を深めることができました。半世紀以上にわたり本
市の発展を支えてくださった皆様に改めて心より感謝申
し上げ、この節目を新たな飛躍への契機とし、未来に向け
たまちづくりに一層邁進してまいります。
さて、知立駅周辺では「100年に1度のまちづくり」とし

て、連続立体交差事業や西新地地区での市街地再開発事
業が着実に進んでおります。本市の玄関口となるこのエリア
に、人々が集い交流し、学びの拠点として『（仮称）知立市
生涯学習センター』の整備を計画しております。昨年8月に
は、市民の皆様のご意見を施設計画に反映するため、この
新施設に関する市民アンケートを実施し、多くの貴重なご意
見をいただきました。今後も、皆様の思いやにぎわいが実
現できる施設となるよう検討を進めてまいります。
また、市民の皆様との対話を深め、開かれた市政を推進

するため、広聴機能の充実にも取り組んでおります。昨年
９月には広聴事業をリニューアルし、新たに市民の皆様と
の意見交換の場として「ようこそ！ともこの部屋へ」や「市長
みらいトーク」を開設しました。対話を通じていただいた
ご意見を市政に反映し、皆様とともに知立市の未来を築い
てまいります。
本市のさらなる発展のためには、「人」がまちの原動力

となります。次代を担う子どもたちから、長年にわたり地域
を支えていただいている高齢者の皆様まで、すべての世代
が安心して暮らし、生きがいを持てるまちを目指してまいり
ます。
子育て支援では、令和7年10月から子ども医療費助成

（通院）の対象年齢を18歳の年度末まで拡大し、高校生
世代まで医療費負担の軽減を図りました 。思春期の心身の
不調を早期発見し、安心して学業や部活動に取り組める
環境づくりを進めます。また、妊娠・出産期から切れ目の
ない支援を充実させ、「子育てにやさしいまち」の実現に努
めてまいります。
高齢化が進む中でも、誰もが地域でいきいきと暮らし

続けられるよう、高齢者サロンやまちかど運動教室、生涯
学習活動のさらなる充実を図ります。健康づくりや仲間づく
り、生きがいづくりを考えるとともに、移動や日々のお困
りごとへの支援など、地域全体で支え合う「100年を、
もっと楽しく」を目指してまいります。
これからも市民の皆様と力を合わせ、誰もが安心して

笑顔で暮らせるまちづくりを進めてまいります。
皆様方にとりまして、本年が素晴らしい年になりますこと

をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

─ 知立と赤瓢箪
知立と瓢箪には、確かなつながりがある。壮麗な山車で知ら
れる知立まつりでは、山車の宮入前に赤瓢箪を知立神社へ
奉納する神事が行われる。「赤瓢箪の奉納があって初めて祭りが
始まると思っている」と、關さんは言う。例年１２月の交通安全
啓発活動では、知立愛瓢会で製作した赤瓢箪のストラップを
配布している。７年続くこの活動には、神事を広く市民に知って
もらいたいという願いも込められている。

─ 瓢箪の魅力、加工の面白さ
まずは形だ。真上から輪郭が真円に見えて、くびれの曲線が
なめらか。そこに美しさが宿る。「丸い形は人を和ませる。丸い
から誰も気分を悪くせず、落ち着ける」と、關さんは語る。加工
について聞くと、「世界に一つだけができること」それが手仕事
にこだわる理由だ、と關さんは言う。制作過程の面白さはどこ
にあるのか。「失敗が一番面白い。失敗しないようにやっても
失敗する。そのときどう修復するか、対策するかを考える時間
が面白い」と、關さんは続ける。見せ方は奥行で決める。どこを
一番手前に、どこを引っ込めるかを理屈で組む。順序は工程表

で番号管理。「A1は16番目、A5は1番目……のように焼き抜く
順を決めておく」これも失敗から生まれた対策だ、と關さんは
語った。

─ 瓢箪を通じた「瓢育」
保育園や小学校と連携し、苗づくり、植え付け、水やり、収穫、
天日干し、作品制作までを園児や生徒が体験する活動を行って
いる。「今の子どもはタブレットを使い、瓢箪作品への配色を
試す。道具を生かすのがうまい。自由な発想に、逆に学ばされる」
と、關さんは言う。狙いは地域のコミュニケーションと子ども
の向上心の育成。生涯学習の一環と位置づけ、瓢箪を通じた
この取り組みを、關さんは「瓢育（ひょういく）」と呼んでいる。

─ 瓢箪加工のこれから
71歳で加工を始め、現在81歳。制作に入ると、食事も忘れる
ほど手は止まらない。そんな關さんは、加工の工程を書面化
するなどして、瓢箪加工の継承を意識している。「71歳から
始めた私でもできた。だから、誰でも始められる。誰でも入れる
入口を作っていきたいね」

關　勝 （せき まさる）

極細のワイヤーに通電して、瓢箪の曲面の外皮を焼き切る。關さん独自の加工方法だ。設計は約1ミリ刻み、
自作の工程表で焼き切る順序を細かく管理している。「瓢箪の加工に教科書は無い、失敗したらどう直すかを
考えることが楽しい」そう語る關さん。およそ10年、知立市で瓢箪を素材にして作品を作り続ける職人・關さん
に、知立と瓢箪の関係や瓢箪の魅力、今後について話を伺った。

昭和19年8月3日生まれ　知立愛瓢会会長
71歳の時、テレビでひょうたんランプを見て「子どもたちと作ろう」と、思った
ことがきっかけで瓢箪加工の道へ。ワイヤーで文字や模様を焼き切った後、
浮かせて接着するといった立体的な加工が得意。表紙は知立市制55周年を
記念する瓢箪作品を制作する様子。

▲表紙のように焼き切った後は、パーツが
瓢箪の中に落ちないように、マチ針で丁
寧に持ち上げる。息をのむ繊細な作業だ。

▲抜いたパーツは工程表と対応させた番号
で管理。紛失・混在を防止している。

◀焼き抜く箇所・順番が細かく分
けられた工程表。理屈で準備す
るからこそ、実際の作業を感覚
的に行える。

▲焼き抜き、浮かせて接着する。1ミリ単位の調整が、きれいかつ立体的に
見せるコツ。

ひょうたんの栽培・加工技術の普及と文化振興に取り組む全日本愛瓢会の下部組織。
令和6年には知立市で「第49回全日本愛瓢会愛知県知立市大会」が開催。名誉総裁をつと
める秋篠宮さまにご出席いただいた。

知立愛瓢会とは

せき

ひょう　 たん
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